
 

 

防爆型無線ＬＡＮシステムは、ガス、石油化学、化学薬品工場等に存

在する防爆エリアへの適用／設置が可能な無線ＬＡＮシステムです。

防爆型のＰＤＡやＩＰカメラと組み合わせれば、設備運転データや映

像の監視も行う事ができます。さらに、防爆型ＩＰ携帯電話との組み

合わせにより防爆エリアにて通話が可能となります。指向性／無指

向性のアクセスポイントを使い分ける事により、様々なエリア形状に

対して最適（ミニマムコスト）なシステムの構築が可能です。 

 

 

ＬＬＡＡＮＮＥＥＸＸ－－ＡＡＰＰ００２２００１１nn  
爆発性ガス雰囲気のある危険場所（防爆エリア）で、 
安全･安心に使用可能な無線ＬＡＮアクセスポイント 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜主な特徴＞ 
 
 
 
 
 
 
  

 

 
注１：無線通信距離は、アクセスポイントが設置される環境により異なります。（詳細は現地調査実施要） 
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防爆型無線ＬＡＮシステム 
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各種等級 防爆等級：ＥｘｄⅡＢ＋Ｈ２Ｔ４   保護等級：ＩＰ５４相当

無線ＬＡＮ ＩＥＥＥ８０２.１１ｎ／ｇ／ｂ に準拠 （２.４ＧＨｚ帯）

セキュリティ 各種セキュリティ機能（ＷＰＡ２－ＰＳＫ、ＷＰＡ－ＰＳＫ、ＭＡＣフィルタリング等）をサポート

主な特徴 最大３００Ｍｂ/ｓ（ＩＥＥＥ８０２.１１ｎ（４０ＭＨｚ）理論値）での通信が可能 

移動端末がスムーズにローミング行うために必要な機能（バーチャルセル）に対応 

１つの無線ＬＡＮチャンネルにて、ＡＰ間の電波干渉なく、広域無線ＬＡＮエリアの構築可能 

ＰoＥ（Power over Ethernet）給電方式を採用 

水素防爆エリアにも対応可能

適用が想定される各種プラントエリア 

通信距離注１ 屋外：約２５０m（但し、ＩＰ携帯電話による通話の場合は約２００m）

屋外設置例（サンシェード有） 屋外設置例（サンシェード無） 



＜総販売元＞

 

＜ＬＡＮＥＸ－ＡＰ０２０１ｎ基本仕様＞ 
種 別 項 目 仕様注１ 

一般 外形寸法 

 

本  体  ： ３００ｍｍ(W)×２１０ｍｍ（Ｈ）×３３５ｍｍ（Ｄ） 

アンテナ部： ９０φ×９６ 

 重量 約１４kg（サンシェード無）、約１７kg（サンシェード有） 

 防爆等級／検定番号 ＥｘｄⅡＢ＋Ｈ２Ｔ４（１種／２種危険場所）／検定合格番号 TC１９４２８号 

 保護等級 ＩＰ５４相当 

 使用温度（湿度範囲） －２０℃～４０℃ （湿度：～９０％ＲＨ結露無きこと） 

無線ＬＡＮ部 サポート規格 ＩＥＥＥ８０２.１１ｎ／ｇ／ｂ   

 伝送方式 ８０２.１１ｎ／ｇ ： 直交周波数分割多重方式（ＯＦＤＭ） 

８０２.１１ｂ    ： 直接スペクトラム拡散方式（ＤＳＳＳ） 

 使用周波数範囲 ２.４ＧＨｚ帯（全１３ｃｈ） 

 通信速度 ８０２.１１ｎ（４０MＨｚ） ： 最大３００Ｍｂｐｓ（理論値）、  ８０２.１１ｎ(２０MＨｚ) ： 最大１３０Ｍｂｐｓ（理論値） 

８０２.１１ｇ ： 最大５４Ｍｂｐｓ（理論値）、  ８０２.１１ｂ ： 最大１１Ｍｂｐｓ（理論値）   

 セキュリティ ＷＰＡ２、ＷＰＡ、ＷＰＡ２－ＰＳＫ、ＷＰＡ－ＰＳＫ ＜ＡＥＳ／ＴＫＩＰから選択＞ 

ＩＥＥＥ８０２.１Ｘ認証、ＷＥＰ（６４／１２８ｂｉｔ） 

ＭＡＣアドレスフィルタリング、ＡＮＹ接続拒否（ＳＳＩＤ名隠蔽）機能対応 

 送信出力 １０ｍＷ／ＭＨｚ以下 

 通信距離注２ 屋外：約２５０ｍ 

有線ＬＡＮ部 サポート規格 ＩＥＥＥ８０２.３／ＩＥＥＥ８０２.３ｕ／ＩＥＥＥ８０２.３ａｂ（１０ＢＡＳＥ－Ｔ／１００ＢＡＳＥ－ＴＸ／１０００ＢＡＳＥ－Ｔ）準拠 

ＩＥＥＥ８０２.３ａｔ／ＩＥＥＥ８０２.３ａf 準拠（ＰｏＥ仕様） 

 インターフェース ＲＪ－４５型×１ 

注１：予告なく仕様が変更される可能性があります。   注２：無線通信距離は、AP が設置される環境により異なります。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 
 

鶴見事業所（横浜本社） 
〒２３０－８６１１ 横浜市鶴見区末広町二丁目１番地 
電力・資源プラント事業部 営業部 
電話番号：０４５―５０５－７３８２ 
ＦＡＸ番号：０４５－５０５－７８２７ 
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一一般般のの無無線線LLAANN  

◇◇  ＡＡＰＰ配配置置計計画画時時、、同同一一チチャャネネルルにによよるる電電波波干干渉渉発発生生にに

干渉防止の目的から、１・６・１１ｃｈで使用する事が多い。 

◇◇  電電波波干干渉渉をを防防ぐぐ為為にに送送信信出出力力をを弱弱めめるるととＡＡＰＰ追追加加  

  『LANEX-AP0210ｎ』 無線 LAN アクセスポイントは、米国メルー・ネットワークス社の最新技術         
（Air Traffic Control 技術）を採用する事により、高品質で信頼性の高い無線 LAN 環境の構築が可能です。

◇◇  ＡＡＰＰのの送送信信出出力力ををフフルルパパワワーーににすするる事事ででＡＡＰＰ設設置置台台数数をを抑抑ええるる          

シシンンググルルチチャャネネルル／／ババーーチチャャルルセセルル方方式式 

①全てのＡＰと端末の接続状況を把握し、ＡＰ間、ＡＰ～端末間の 

LLAANNEEXX--AAPP00221100ｎｎ  

電波送信タイミングを時分割制御する事で、同一チャネル干渉を 

②複数のAPを仮想的に1台（バーチャルセル）とみなす事が可能。

全く発生させずに無線LAN環境を構築する事ができる。 

事事がが可可能能！！  ＡＡＰＰ追追加加時時ももチチャャネネルル再再設設計計のの必必要要ななしし。。    

各各種種シシスステテムム（（無無線線計計装装ななどど））ととのの共共存存がが可可能能！！  
◇◇  ババーーチチャャルルセセルルにによよりり、、端端末末主主導導ででののハハンンドドオオーーババーー発発生生ななしし。。  

◇◇  １１チチャャネネルルののみみでで無無線線LLAANNシシスステテムムをを構構築築すするる事事にによよりり、、  

スムーズなローミングスムーズなローミング  

◇◇  ハハンンドドオオーーババーーはは端端末末主主導導ににてて実実施施さされれるる。。そそのの際際、、
通通信信断断・・音音声声途途切切れれななどどがが発発生生すするる可可能能性性あありり。。 （（通通信信断断、、音音声声途途切切れれななどどのの発発生生をを少少ななくく抑抑ええるる事事ががででききまますす。。））  

注注意意がが必必要要。。  

設設置置のの可可能能性性あありり。。  

通信させたいセルサイズより、 
電波(1ch)は遠くまで届いてしまう！ 

同一チャネルの干渉を防ぐため、交互に配置するも・・・ 


